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１ 

１７
希
望
の
灯
り 

 
 

今
年
２
０
２
０
年
は
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
内
各
地
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ

り
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

大
会
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
は
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
イ
ギ
リ
ス
の 

 

ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
と
、
日
本
全
国

各
地
で
採
火
さ
れ
る
炎
か
ら
生
み
出
さ
れ
、

最
終
的
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い
て
聖
火

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

ま
す
。 

 

兵
庫
県
で
も
県
内
の
市
町
で
採
火
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
太
陽
光
か
ら
の
採
火

や
、
地
場
産
業
の
マ
ッ
チ
で
の
採
火
な
ど
、

様
々
な
方
法
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、 

神
戸
市
で
は
「
1 

17
希
望
の
灯
り
」

か
ら
採
火
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

震
災
の
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
、
生
き
残
っ

た
人
々
の
希
望
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
灯

さ
れ
た
火
が
、
不
安
の
多
い
世
界
の
中
で

も
希
望
の
灯
り
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

参
考:

『
思
い
刻
ん
で 

震
災
１０
年
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』 

東遊園地の「1.17希望の灯り」（中央区） 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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新
修
神
戸
市
史
―
生
活
文
化
編
（
神
戸

市
） 

昭
和
五
十
七
年
の
編
集
作
業
開
始
か

ら
、
こ
れ
ま
で
歴
史
編
、
産
業
経
済
編
、

行
政
編
の
十
一
巻
が
刊
行
さ
れ
て
き
た

『
新
修
神
戸
市
史
』
の
完
結
巻
。 

兵
庫
津
、
有
馬
温
泉
、
六
甲
山
開
発
、

震
災
前
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
を

扱
う
「
地
域
と
生
活
」
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
食
生
活
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
発

祥
や
変
遷
を
綴
る
「
く
ら
し
の
変
化
と

余
暇
」
。
神
戸
の
多
様
な
宗
教
文
化
を

考
察
す
る
「
ミ
ナ
ト
神
戸
の
宗
教
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
、
遊
郭
や
繁
華
街
の

歴
史
を
辿
る
「
風
俗
」
の
章
か
ら
な
る
。 

神
戸
開
港
か
ら
直
近
の
平
成
ま
で
、

生
活
文
化
と
い
う
市
民
に
最
も
身
近
な

テ
ー
マ
を
、
最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ

き
、
わ
か
り
や
す
く
叙
述
し
て
い
る
。 

           

古
地
図
で
楽
し
む
神
戸 

大
国
正
美
編
著

（
風
媒
社
） 

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
た
古
地

図
や
絵
図
を
、
特
定
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
解
説
し
た
。
「
色
と
形
で
み
る
町
と

村
」
の
項
で
は
色
彩
や
形
か
ら
、
寺
社

と
民
家
の
区
別
、
支
配
者
の
違
い
な
ど

多
く
の
情
報
を
読
み
解
く
。
ま
た
、

「
海
と
山
と
川
の
風
景
」
で
は
境
界
の

権
利
関
係
や
水
害
へ
の
備
え
と
い
っ
た
、

社
会
背
景
も
解
く
。
「
古
地
図
で
読
む

近
代
文
学
」
は
神
戸
文
学
館
の
水
内
眞

館
長
が
執
筆
。
作
品
が
時
代
の
地
図
と

共
に
紹
介
さ
れ
、
時
を
さ
か
の
ぼ
り
、

よ
り
立
体
感
を
持
っ
て
感
じ
ら
れ
る
。 

 

「
神
戸
村
文
書
」
の
世
界 

神
戸
大
学
大

学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
） 

「
神
戸
村
文
書
」
と
は
当
館
で
所
蔵

す
る
近
世
末
期
の
古
文
書
で
あ
る
。
そ

の
中
心
を
な
す
の
は
、
村
の
実
務
を
執

り
行
う
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
が
、
村
で

起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
領
主
と
や

り
と
り
し
た
記
録
。
本
書
に
は
、
難
破

船
へ
の
対
応
や
行
き
倒
れ
人
の
救
助
な

ど
、
七
つ
の
文
書
が
載
る
。
翻
刻
と
現

代
語
訳
、
さ
ら
に
丁
寧
な
解
説
が
加
え

ら
れ
て
お
り
、
神
戸
村
の
人
々
の
生
活

を
生
き
生
き
と
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。 

神
戸
の
戦
争
孤
児
た
ち 

 

藤
原
伸
夫 

白
井
勝
彦
（
み
る
め
書
房
） 

先
の
大
戦
で
戦
死
や
空
襲
、
引
き
揚

げ
等
に
よ
り
両
親
を
亡
く
し
た
子
供
は

十
二
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
。
だ
が
記
録

や
調
査
は
少
な
く
、
そ
の
実
状
は
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
。
本
書
は
神
戸
に
お

け
る
戦
争
孤
児
の
記
録
と
孤
児
本
人
に

よ
る
証
言
集
で
あ
る
。
著
者
の
二
人
は

元
神
戸
市
職
員
で
、
長
ら
く
福
祉
行
政

に
携
わ
っ
て
き
た
。
将
来
に
わ
た
り
児

童
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

戦
争
の
災
禍
を
語
り
継
ぐ
た
め
、
苦
難

の
戦
後
を
生
き
抜
い
た
孤
児
た
ち
の
実

像
を
様
々
な
観
点
か
ら
解
明
し
て
い
る
。 

 

懐
か
し
く
て
新
し
い
神
戸
の
給
食
レ
シ
ピ 

神
戸
市
教
育
委
員
会
事
務
局
健
康
教
育
課

（
京
阪
神
エ
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
） 

他
の
大
都
市
に
先
駆
け
て
、
神
戸
市

で
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
学
校
給
食
が

開
始
さ
れ
た
。
約
七
百
あ
る
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
行
事
の
献
立
や
、
郷

土
料
理
や
外
国
の
料
理
な
ど
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
が
家
庭
で
再
現
で
き

る
分
量
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

レ
シ
ピ
の
他
に
も
献
立
の
作
成
過
程

や
食
材
の
調
達
、
給
食
当
番
の
仕
事
ま

で
、
子
供
た
ち
を
育
む
神
戸
の
給
食
の

す
べ
て
が
わ
か
る
。 

精
神
科
医
・
安
克
昌
さ
ん
が
遺
し
た
も
の 

河
村
直
哉
（
作
品
社
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
と
、
被
災

者
の
心
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
た
精
神
科

医
・
安
克
昌
氏
の
葛
藤
を
描
く
。 

妻
と
二
人
の
子
供
、
そ
し
て
も
う
す

ぐ
生
ま
れ
る
三
人
目
の
子
供
が
い
る
彼

は
、
あ
る
日
、
癌
を
患
っ
て
い
る
こ
と

を
知
る
。
長
年
被
災
者
に
寄
り
添
い
、

誰
よ
り
も
心
の
傷
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
周
囲
の
人
に
不
安
を
与

え
ま
い
と
振
舞
う
が
、
そ
の
変
化
を
感

じ
た
家
族
や
友
人
も
ま
た
、
彼
の
気
づ

か
な
い
と
こ
ろ
で
共
に
闘
っ
て
い
た
。 

も
し
も
近
く
に
苦
し
い
思
い
を
し
て

い
る
人
が
い
た
時
、
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
か
、
読
み
な
が
ら
何
度
も
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。 

            

――― 新しく入った本 ――― 

あ
ん 

か
つ
ま
さ 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0305349141&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200645711&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200261158&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200635516&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266067&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200649825&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200260742&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200635340&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200261862&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200638457&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200262199&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200635821&type=CtlgBook
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芝
居
小
屋
戦
記
―
神
戸
三
宮
シ
ア
タ
ー
・

エ
ー
ト
ー
の
奇
跡
と
軌
跡 

菱
田
信
也 

（
苦
楽
堂
） 

 
 

二
〇
一
七
年
、
三
宮
駅
前
に
忽
然
と

小
劇
場
が
現
れ
た
。
小
規
模
な
が
ら
贅

を
凝
ら
し
た
こ
の
劇
場
の
立
役
者
・
女

性
支
配
人
の
姿
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

芸
術
監
督
を
務
め
る
著
者
は
、
三
宮

育
ち
の
脚
本
家
・
演
劇
人
だ
。
地
元
神

戸
へ
の
愛
着
や
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
製
作

へ
の
思
い
入
れ
、
個
性
的
な
ス
タ
ッ
フ

の
面
々
、
三
年
間
の
興
行
内
容
と
失
敗

談
、
具
体
的
な
金
銭
収
支
な
ど
、
「
芝

居
小
屋
」
の
舞
台
裏
を
紹
介
す
る
。 

 

灘
校
物
語 

和
田
秀
樹
（
サ
イ
ゾ
ー
） 

日
本
屈
指
の
難
関
校
出
身
の
著
者
が
、

体
験
を
元
に
書
い
た
小
説
で
あ
る
。
描

か
れ
て
い
る
の
は
塾
通
い
を
経
て
入
学

し
た
も
の
の
、
秀
才
た
ち
に
囲
ま
れ
て

自
分
を
活
か
せ
ず
苦
悩
す
る
少
年
の
姿
。

深
夜
ラ
ジ
オ
に
安
ら
ぎ
を
求
め
、
落
選

続
き
の
生
徒
会
選
挙
活
動
に
力
を
そ
そ

ぎ
、
映
画
に
傾
倒
す
る
う
ち
、
将
来
計

画
は
二
転
三
転
す
る
が
、
数
学
の
要
領

を
掴
ん
だ
こ
と
を
契
機
に
、
自
ら
立
て

た
戦
略
で
受
験
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
。

人
と
の
順
位
を
測
り
が
ち
な
主
人
公
と
、

彼
を
許
容
す
る
友
人
た
ち
と
の
青
春
の

日
々
を
描
く
。 

ほ
ん
ま
に 

ＶО

Ｌ
．
２
０ 

く
と
う
て

ん
編
集
・
発
行 

神
戸
発
、
本
好
き
の
た
め
の
雑
誌
が

二
年
ぶ
り
に
発
行
さ
れ
、
特
集
「
本
を

売
る
」
と
題
し
て
、
神
戸
の
書
店
を
と

り
あ
げ
た
。
地
域
に
根
差
し
た
書
店
の

ほ
か
、
近
年
市
内
に
増
え
て
き
た
古
書

店
の
若
い
店
主
た
ち
の
顔
も
見
え
る
。

連
載
「
横
溝
正
史
作
品
と
神
戸
」
や
、

元
海
文
堂
書
店
の
平
野
義
昌
氏
に
よ
る

「
俵
万
智
『
牧
水
の
恋
』
」
な
ど
、
読

書
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
文
章
が
並
ぶ
。

「
令
和
に
聞
く
戦
前
戦
後
の
わ
い
ら
の

神
戸
新
開
地
」
と
い
う
昭
和
一
ケ
タ
生

ま
れ
の
方
へ
の
聞
き
書
き
も
興
味
深
い
。 

 

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
当
事
者 

青
山
ゆ
み
こ

（
ミ
シ
マ
社
） 

 
 

自
己
破
産
未
遂
、
不
仲
気
味
の
母
親

の
看
取
り
、
認
知
症
を
発
症
し
た
父
親

の
介
護
、
軽
度
の
聴
覚
障
害
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
騒
が
せ
、

知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
社
会
問
題

に
「
当
事
者
」
と
し
て
向
き
合
っ
た
経

験
を
綴
る
。 

著
者
は
神
戸
市
生
ま
れ
。
困
り
ご
と

や
生
き
づ
ら
さ
が
「
他
人
事
」
で
な
く

な
る
こ
と
が
、
他
者
へ
の
想
像
力
と
な

り
、
ふ
く
よ
か
な
社
会
に
つ
な
が
る
の

で
は
と
語
る
。 

                              

 
 
 

＝
新
し
く
入
っ
た
本
そ
の
ほ
か
＝ 

神
戸
に
咲
く
一
輪
の
薔
薇
―
闘
い
切
っ
た 

１
１
１
９
日
間 

松
原
裕
（
星
湖
舎
） 

す
ま
う
ら
文
庫
―
あ
な
た
と
本
と
、 

（
す
ま
う
ら
文
庫
） 

                         

「そんな名はやめときなはれ、神戸開港百年記念事業なのやか

ら、百年島がよろしいやおまへんか。須磨の高倉山をつぶした土

でできたのやから高倉島でもよろし、ナンナラ、あんたの原口島

でもよろし」ポートアイランドの名前をめぐる原口忠次郎（元神

戸市長）との軽妙なやりとりが、晩年に執筆した神戸にまつわる

随筆集『私のびっくり箱』に綴られています。 

神戸  その 19 
あんな人こんな人 

竹中 郁 たけなか・いく  

明治37年(1904)～昭和57年(1982) 

参考: 『竹中郁全詩集』（角川書店）『私のびっくり箱』竹中郁文と絵（神戸新聞出版センター） 

写真：『R.KOISO』（小磯良平画集刊行会1965）『現代日本詩人全集 第13巻』（東京創元社） 

竹中郁は兵庫区で生まれ、養子先の裕福な商家に育ちます。神戸二中(現兵庫高校）

を経て関西学院英文科を卒業。才気あふれる仲間と青春時代を送り、生涯の友となる

洋画家･小磯良平とは神戸二中で出会います。大正12年、北原白秋主宰『詩と音楽』に

投稿し新進十一人集の一人に選ばれ詩へと向い、翌年に海港詩人倶楽部を設け詩誌

『羅針』を創刊、その後、処女詩集『黄蜂と花粉』を出版します。欧州留学後に出版

した詩集『象牙海岸』は「ラグビイ」等シネ・ポエム形式を試み、モダニズム詩の代 

表作品として高く評価されます。戦後は、児童詩誌『きりん』

を創刊、坂本遼、足立巻一らと児童詩の育成に尽力しました。

また、二百篇を越える校歌・社歌を作詞しています。 

舶来品を着こなし贅沢でお洒落な神戸紳士の風貌、生涯神戸

を離れなかった生粋の神戸っ子、近代的な明快さと機智に富ん

だ詩風と神戸を象徴する詩人は九冊の詩集を残しています。 

 

小磯良平「彼の休息」 
東京美術学校の卒業制作 モデルは竹中郁 

――― 新しく入った本 ――― 

ぜ
い 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200265814&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200647456&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200260883&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200633980&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200203668&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200646243&type=PvolBook
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
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ウ
ベ
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光
源
氏
が
描
い
た
須
磨
の
景
色 

 
 

 

平
安
時
代
中
期
、
十
一
世
紀
初
頭
に
宮

中
の
女
房
で
あ
っ
た
紫
式
部
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
は
、
桐
壺
帝
の

第
二
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
、
美
貌
と
才
能

に
恵
ま
れ
た
光
源
氏
の
栄
華
と
苦
悩
に
満

ち
た
生
涯
を
描
い
た
長
編
小
説
で
す
。
五

十
四
帖
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に

「
桐
壺
」「
空
蝉
」「
若
紫
」
な
ど
の
巻
名

が
付
い
て
い
ま
す
。 

第
十
二
帖
の
巻
名
は
「
須
磨
」。 

父
桐
壺
帝
の
崩
御
の
後
、
兄
朱
雀
帝
の

寵
姫
で
、
政
敵
で
あ
る
弘
徽
殿
の
女
御
の

妹
で
も
あ
る
朧
月
夜
と
の
関
係
が
発
覚
し

窮
地
に
陥
っ
た
光
源
氏
は
、
流
罪
に
処
さ

れ
る
前
に
自
ら
都
を
離
れ
る
こ
と
を
決
断

し
ま
す
。
蟄
居
す
る
先
と
し
て
選
ん
だ
の

が
須
磨
で
し
た
。 

紫
式
部
は
光
源
氏
の
須
磨
へ
の
流
離
を

描
く
の
に
、
源
高
明
、
菅
原
道
真
な
ど
都

か
ら
追
放
さ
れ
た
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

か
つ
て
こ
の
須
磨
の
地
に
流
さ
れ
た
歌

人
・
在
原
行
平
を
強
く
意
識
し
、
光
源
氏

の
住
ま
い
を
実
際
に
行
平
が
住
ん
で
い
た

場
所
の
近
く
と
想
定
し
て
筆
を
進
め
ま
す
。 

「
お
は
す
べ
き
所
は
、
行
平
の
中
納
言
の

藻
塩
た
れ
つ
つ
わ
び
け
る
家
居
近
き
わ
た

り
な
り
け
り
。
海
づ
ら
は
や
や
入
り
て
、

あ
は
れ
に
す
ご
げ
な
る
山
中
な
り
。」 

『
源
氏
物
語
』
は
紫
式
部
の
創
作
で
す

が
、
須
磨
に
光
源
氏
ゆ
か
り
の
場
所
が
生

ま
れ
、
古
地
図
に
も
書
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

須
磨
寺
町
に
あ
る
現
光
寺
は
「
源
氏

寺
」
と
も
呼
ば
れ
、
光
源
氏
の
わ
び
住
ま

い
の
場
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
門
前
に

は
大
き
な
石
碑
が
あ
り
、
本
堂
の
襖
絵
に

は
須
磨
で
月
を
眺
め
な
が
ら
都
を
思
う
光

源
氏
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

     

  

都
を
離
れ
た
の
は
三
月
、
そ
れ
か
ら
お

よ
そ
一
年
を
光
源
氏
は
こ
の
住
ま
い
で
暮

ら
し
ま
し
た
。
日
々
読
経
を
し
て
過
ご
し
、

時
折
紫
の
上
や
藤
壺
、
朧
月
夜
な
ど
関
り

の
あ
っ
た
女
性
た
ち
と
文
を
交
わ
す
他
、

須
磨
の
景
色
を
絵
に
描
い
て
い
ま
し
た
。 

近
く
に
仕
え
る
者
た
ち
は
墨
で
描
か
れ

た
こ
れ
ら
の
絵
を
見
て
、
都
に
い
る
名
人

に
彩
色
さ
せ
て
作
り
絵
に
し
た
い
も
の
だ

と
話
し
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
光
源
氏
の
絵

は
す
ぐ
れ
た
出
来
栄
え
だ
っ
た
の
で
し
た
。 

 

都
を
離
れ
た
直
後
に
は
光
源
氏
と
文
を

交
わ
し
て
い
た
都
の
人
々
も
、
弘
徽
殿
の

女
御
が
聞
き
つ
け
て
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す

る
と
、
不
興
を
買
う
の
を
恐
れ
て
便
り
を

し
な
く
な
り
ま
し
た
。 

寂
寥
の
中
で
秋
が
過
ぎ
冬
を
迎
え
、
や

が
て
春
が
き
ま
す
。 

「
須
磨
に
は
、
年
か
へ
り
て
日
長
く
つ
れ

づ
れ
な
る
に
、
植
ゑ
し
若
木
の
桜
ほ
の
か

に
咲
き
そ
め
て
、
空
の
け
し
き
う
ら
ら
か

な
る
に
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
思
し
出
ら
れ
て
、

う
ち
泣
き
た
ま
ふ
を
り
多
か
り
。」 

須
磨
寺
に
あ
る
「
若
木
の
桜
」
は
、
光

源
氏
が
植
え
た
桜
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
須
磨
区
の
「
桜
木
町
」
「
若
木

町
」
の
町
名
の
由
来
で
す
。 

そ
の
桜
が
咲
く
こ
ろ
、
都
か
ら
友
人
で

あ
る
頭
中
将
が
訪
れ
、
光
源
氏
と
の
再
会

を
喜
び
合
い
ま
す
。
頭
中
将
の
目
に
映
る

須
磨
の
住
居
は
唐
風
で
と
て
も
風
情
が
あ

り
、
光
源
氏
は
貝
を
持
っ
て
き
た
海
人
と

直
接
や
り
と
り
す
る
な
ど
、
土
地
に
溶
け

込
ん
で
い
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

憂
愁
の
日
々
を
過
ご
す
光
源
氏
は
、
三

月
上
旬
の
巳
の
日
に
禊
ぎ
を
す
る
こ
と
を

す
す
め
ら
れ
、
旅
の
陰
陽
師
を
呼
ん
で
巳

の
日
祓
い
を
さ
せ
ま
し
た
。 

須
磨
区
関
守
町
に
あ
る
関
守
稲
荷
が
そ

の
場
所
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
巳
の
日

稲
荷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

祓
い
を
始
め
る
と
突
然
雷
が
鳴
り
出
し
、

大
暴
風
雨
に
な
り
ま
し
た
。 

光
源
氏
の
夢
枕
に
海
竜
王
の
使
い
が
現

れ
て
、
須
磨
の
地
を
離
れ
る
こ
と
を
示
唆

し
「
須
磨
」
の
巻
は
終
わ
り
ま
す
。 

  
 

    

そ
の
後
許
さ
れ
て
都
に
帰
っ
た
光
源
氏

は
、
兄
の
朱
雀
帝
の
退
位
後
に
即
位
し
た

冷
泉
帝
の
後
見
と
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。 

 

そ
の
冷
泉
帝
の
御
前
で
、
か
つ
て
須
磨

を
訪
れ
た
頭
中
将
と
競
い
合
っ
た
絵
合
で
、

光
源
氏
側
が
最
後
に
出
し
た
の
は
須
磨
の

風
景
を
光
源
氏
自
身
が
描
い
た
「
須
磨
の

巻
」
と
呼
ば
れ
る
絵
で
し
た
。
浦
々
や
磯

の
様
子
を
隈
な
く
描
き
表
し
た
こ
の
絵
に

そ
の
場
の
誰
も
が
心
を
奪
わ
れ
、
絵
合
は

光
源
氏
側
の
勝
ち
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 
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